
1

化審法データベース
（J-CHECK）による

情報提供の取り組みについて

NITE化学物質管理センター成果発表会
2009年7月2日

化学物質管理センター
情報業務課 髙橋成明

1



2

目次

1. J-CHECKの概要

2. J-CHECKのデータ・検索機能

3. J-CHECKの国際連携

2



3

１．J-CHECKの概要



4

１．J-CHECKの概要
(1) J-CHECKの目的

厚生労働省、経済産業省、環境省が、化審法（化
学物質の審査及び製造等の規制に関する法律 ）に係
る化学物質の安全性情報を国民に広く発信するため
に化審法データベース（J-CHECK）が開発されまし
た。(2008年5月公開）

(2) NITEの役割
NITEでは、厚生労働省、経済産業省、環境省からの委

託を受け、化審法に係る化学物質の安全性情報（Japan
チャレンジプログラム、国の既存化学物質点検等）
を整備、公開しています。

J-CHECK：
Japan CHEmicals Collaborative Knowledge database
URL:http//www.safe.nite.go.jp/jcheck/

4



5

１．J-CHECKの概要
(3) J-CHECKが提供している情報

J-CHECKでは国が管理、取得した化学物質の安全性情報等を

広く国民に発信しています。

既存化学物質について国が実施した安
全性点検におけるデータ及び報告書

既存点検プログラム

第一種特定化学物質、第二種特定化
学物質、第一種監視化学物質、第二種
監視化学物質、第三種監視化学物質、
既存化学物質、非規制対象物質

化審法に係る公示物質のリスト

化審法の施行状況（平成１９年
度）

統計等

国内年間製造・輸入量が１０００㌧以上
である物質 のデータ（化学物質の物理
化学性状、安全性情報（SIDS、RSS形
式））

Ｊａｐａｎチャレンジプログラム化学物質安全性データ

第１種特定化学物質が使用されていて
輸入が規制されている製品に関する情
報等

第１種特定化学物質 １０物質 他

政令指定製品一覧化学物質リスト等

提供情報概要提供情報提供情報種類
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J-CHECKのトップページ

検索機能
・ 化審法化学物質検索
・ Japanチャレンジデータ検索

化審法公示物質リスト等
・ 化審法規制等物質一覧
・ 化審法公示物質一覧
・ 化審法既存化学物質一覧

既存点検対象物質一覧

Japanチャレンジプログラム

政令指定製品一覧

化審法の施行状況

１．J-CHECKの概要
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２．J-CHECKのデータ・検索機能
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２．J-CHECKのデータ・検索機能
(1) Japanチャレンジプログラムデータ ①

Ｊａｐａｎチャレンジプログラムとは

– 産業界と国の連携により化学物質の安全性情報を収集し、広く国
民に情報発信を行う枠組み。2005年6月1日にプログラムが立ち上
げられた。

– 国際的な取り組みと連動して、優先して安全性情報を収集・発信す
べき物質として国内年間製造・輸入量１０００㌧以上の約650物質を
選定。

– 収集した安全性情報は、企業における化学物質の自主管理、研究
者等によるリスク評価、国における化学物質管理政策等に活用。

– 2009年4月1日現在、112の事業者・団体から95物質についてスポ
ンサー登録済み。海外で情報収集予定の物質とあわせ、優先情報
収集対象物質645物質のうち615物質について情報が収集される
予定。

– 16物質について安全性情報収集報告書が３省に提出されている。
– 収集した情報を化審法データベース（J-CHECK）にて順次公開
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２．J-CHECKのデータ・検索機能
(1) Japanチャレンジプログラムデータ ②

Ｊａｐａｎチャレンジプログラムデータ概要

Japanチャレンジプログラムは、OECD/HPVプログラムに基づきＳＩＤＳ項
目（Screening Information Data Set)として、高生産量化学物質の潜在的
な有害性を判定するための最低限必要なデータセットを定めています。

– 一般情報
化学物質名称、CAS番号、製造量、用途等

– 物理化学性状
融点、沸点、相対密度、蒸気圧、分配係数、水への溶解度、解離定数等

– 環境中運命
光分解性、加水分解性（水中安定性）、好気生分解性、環境媒体中の移動・分配
等

– 生態影響
魚類急性毒性、ミジンコ急性遊泳阻害、藻類成長阻害等

– ヒト健康影響
急性毒性（経口・経皮又は吸入）、変異原生（一般には点変異と染色体異常）、反
復経口毒性、生殖毒性（繁殖、発達毒性含む）等
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２．J-CHECKのデータ・検索機能
(1) Japanチャレンジプログラムデータ ③

Ｊａｐａｎチャレンジプログラムの公表状況

（対象物質645物質）

– スポンサーが取得したデータ

１０物質のデータを公開
（スポンサー募集対象物質数 １３８物質 安全性報告書提出

１６物質）

– ＯＥＣＤ翻訳

５０物質のデータを公開
（OECDが実施した物質数 ３９０物質）
OECD HPV（高生産量）化学物質プログラムは、高生産量化学物質(OECD加

盟国の少なくとも1カ国（又はＥＵ加盟国全体）で年間1,000トン以上生産されて
いる化学物質）について、有害性の初期評価を行うために必要と考えられる
データを加盟国で分担して収集し、評価を行っているもの
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２．J-CHECKのデータ・検索機能
(1) Japanチャレンジプログラムデータ ④

56-40-6 を選択
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２．J-CHECKのデータ・検索機能

(1) Japanチャレンジプログラムデータ ⑤

一般情報

化学物質名称、
CAS番号、製造量、
用途等
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物理化学性状

融点、沸点、相対密度、
蒸気圧、分配係数、水へ
の溶解度、解離定数等
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環境中運命

光分解性、加水分解性
（水中安定性）、好気生
分解性、環境媒体中の
移動・分配等
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生態影響

魚類急性毒性、ミジンコ
急性遊泳阻害、藻類成
長阻害等
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ヒト健康影響

急性毒性（経口・経皮又
は吸入）、変異原生（一
般には点変異と染色体
異常）、反復経口毒性、
生殖毒性（繁殖、発達毒
性含む）等
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(2) 既存化学物質安全性点検データ ①

既存化学物質の安全性点検とは

昭和48年の化審法公布の際、現に製造又は輸入が行われて
いた化学物質（既存化学物質）は化審法の事前審査の対象とはせ
ず、化審法制定時の国会の付帯決議において、国が安全性の総
点検を実施することとされた。これを受け、国においては、化審法
の有害性項目に係る安全性点検をはじめとして、有害性・リスク評
価に関する施策を実施してきている。

２．J-CHECKのデータ・検索機能

２７５ヒト健康影響

４３８生態影響

１４５５分解性・蓄積性

件数政府における既存化学物質の点検状況（注）

注： 政府における既存化学物質の点検状況の各項目の件数は、平成１６年度までに調査済
み及び調査着手済みの物質数。
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２．J-CHECKのデータ・検索機能
(2) 既存化学物質安全性点検データ ②

25魚類延長毒性試験

79藻類成長阻害試験

96ミジンコ急性遊泳阻害試験

経口投与簡易生殖毒性試験

２８日間反復経口投与毒性試験

ほ乳類染色体異常試験

復帰突然変異試験

71ミジンコ繁殖抑制試験

反復投与毒性・生殖毒性併合試験

94魚類急性毒性試験

171分配係数試験

1282分解度試験

5魚類初期生活段階毒性試験

生態影響

（４３８）

312
（「既存化学物質
毒性データベー
ス（JECDB) 」

へのリンク情報）

単回経口投与毒性試験ヒト健康影響

（２７５）

712濃縮度試験

分解性・蓄積性

（１４５５）

公開報告書数試験分類

評価分類

（総数は、平成１６年度までに調査済
み及び調査着手済みの物質数）
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２．J-CHECKのデータ・検索機能
(2) 既存化学物質安全性点検データ ③

3-2 トルエン

を選択
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２．J-CHECKのデータ・検索機能
(2) 既存化学物質安全性点検データ ④

報告書（PDF形式）

を選択
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２．J-CHECKのデータ・検索機能
(2) 既存化学物質安全性点検データ ⑤
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２．J-CHECKのデータ・検索機能

名称検索

CAS・MITI番号検索

(3) 検索機能 ①

構造式検索

『フタルイミド』で検索
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２．J-CHECKのデータ・検索機能
検索結果(3) 検索機能 ②

８８件該当

『フタルイミド』 を選択
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分解性

蓄積性

ヒト健康影響

生態影響

(3) 検索機能 ③
詳細データ

２．J-CHECKのデータ・検索機能
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３. J-CHECKの国際連携
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３. J-CHECKの国際連携

(1) eChemPortal とは

– 2003年11月にIFCS（国際化学物質安全ﾌｫｰﾗﾑ）にて採択された、

化学物質の有害性情報の利用の促進のための活動の優先を
OECDが引き受け、

– 各国政府の調査プログラムで収集された化学物質の物性情報の
データベースを一元的に検索できる化学物質ポータルサイトを
eChemPortalとしてOECDが開発

– 2007年6月にOECDからeChemPortal（Phase1)として公開

– ①既存の化学物質の情報を無料で利用できるようにする、②迅速
で有効にこの情報を利用できるようにする、③この情報を有効に
交換できることを目的としている。

– 現在、Phase2を開発中（2010年公開予定）

http://webnet3.oecd.org/echemportal/
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３. J-CHECKの国際連携

(2) OECD Global Portal – eChemPortalと日本及びNITEとの関係

– OECD Global Portal Steering Meeting（グローバル・ポータル
運営会議、2004年１月～）に日本政府、NITEがメンバーとして

参加、方向性を検討
• Phase1においては、日本の化学物質データベースとしてNITEから

CHRIP＊及びJECDBが参加。

• 運営会議には、米国、欧州、カナダ、日本、BIAC、WHO/IPCS、UNEP、
環境NGOが参加

＊ CHRIPはNITEが発信している化学物質の番号や名称等から、有害性情報、法規制情報
及び国際機関によるリスク評価情報等を検索することができるシステムです。

http://webnet3.oecd.org/echemportal/
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３. J-CHECKの国際連携
(3) 各国政府から参加しているデータベース（Phase1)

• CESAR （Canada’s Existing Substances Assessment Repository 
• CHRIP (Chemical Risk Information Platform)
• EnviChem (Data Bank of Environmental Properties of Chemicals)
• ESIS (European chemical Substances Information System )
• HPVIS (High Production Volume Information System)
• HSDB (Hazardous Substances Data Bank )
• HSNO CCID (New Zealand Hazardous Substances and New Organisms Chemical Classification 

Information Database)
• INCHEM (Chemical Safety Information from Intergovernmental Organizations )
• JECDB (Japan Existing Chemical Data Base ) 
• NICNAS PEC (Australian National Industrial Chemicals Notification and Assessment Scheme 

Priority Existing Chemical Assessment Reports) 
• OECD HPV 
• SIDS IUCLID
• SIDS UNEP
• US EPA SRS (Substance Registry Services )

現在、１４の各国政府のデータベースが参加している。
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３. J-CHECKの国際連携

(4) J-CHECKの国際連携の目的

– OECD Global Portal – eChemPortalとJ-CHECK（英

語版）の連携により、日本政府が取得している化学物
質安全性情報（SIDS形式）の国際発信（国際貢献）

– eChemPortal利用により、各国政府が提供している化

学物質安全性情報の利用、複数データベースから提供
されているデータの一括検索

• 日本が保有の分解性、蓄積性等のデータについても、Ｊ－ＣＨ
ＥＣＫ（英語版）を通して提供され、eChemPortalから一元的に

検索することが可能となる予定。
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３. J-CHECKの国際連携

(5) eChemPortalの検索機能 - Phase1からPhase2へ

• Phase1（現行バージョン）
– CAS番号

– 化学物質名称（一部日本語名称が可能）

– 参加データベースの選択

– “＊”（ワイルドカード）の利用による名称検索

（例：“*炭素”で検索 → 二硫化炭素、四塩化炭素、炭素）

*CHRIPから既存点検情報を提供

• Phase2（２０１０年公開予定）

Phase1の項目に次の検索項目が追加予定

– エンドポイント（物理化学性状、生態影響、環境運命、人健康影響）の数
値検索

*J-CHECK（英語版）から既存点検情報等を提供予定
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３. J-CHECKの国際連携

(6) eChemPortalから得られる情報

各国の保有するデータベースから、化学物質の
以下の情報を得ることが出来る

• 物理化学的性状

• 環境運命

• 生態影響

• 人健康影響
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化審法データベース（J-CHECK）
Japan CHEmicals Collaborative Knowledge database 情報業務課

(7) J-CHECKとeChemPortalの連携

検索用
カタログ

検索用
カタログ
データ
データ

OECD SIDS
化学物質情報カタログの提出

J-CHECK（英語版）
2010年～ （予定）

HPV-IS(US)（例） REACH-IT(EU)(例）

物理化学的性状、生態影響、環境運命、ヒト健康影響

各国政府の信頼性のある
全てのデータの中から、
「化学物質名称」、「試験結
果数値」により、
データを一括検索したい

各国政府の信頼性のある
全てのデータの中から、
「化学物質名称」、「試験結
果数値」により、
データを一括検索したい

データによる検索 eChemPortal
化学物質名称、CAS番号、MITI番号
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３. J-CHECKの国際連携

(8) eChemPortalトップ画面 (Phase 1）
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３. J-CHECKの国際連携

(9) eChemPortal の検索機能 ①

“*炭素”で検索を実施

情報を取得したい化学物質のCAS番号、物質名称で検索する
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３. J-CHECKと国際連携

(9) eChemPortal の検索機能 ②

検索結果
検索結果一覧が

表示される

『二硫化炭素』
を選択

35



36

３. J-CHECKと国際連携

(9) eChemPortal の検索機能 ③

『二硫化炭素』（75-15-0）の

データを提供している
データベースの一覧が
表示される

リンクを選択すると、
選択したデータベース
の画面が開かれる
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３. J-CHECKと国際連携

(9) eChemPortal の検索機能 ④

Phase1における検索機能

Phase2における検索機能（イメージ）

化学物質の物理化学性状、
安全性試験エンドポイント
からの検索機能を提供
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３. J-CHECKの国際連携

(10) J-CHECKとeChemPortalの連携によるデータの活用

– J-CHECKでは、化審法データベースとして、化審法に係わる情報

を試験報告書等に至るまで重点的に収集・掲載

– eChemPortalにより、各国保有のデータを一元検索

• 研究・調査機関における化学物質のリスク評価

（例）有害性評価書の作成、リスク評価書作成、ＧＨＳ分類

• 企業における自主管理の促進

（例）取り扱い化学物質の安全性情報の取得、リスク評価、GHS分類

• 国際機関におけるリスク評価

（例）各国、国際機関が化学物質のリスク評価、ＧＨＳ分類の取り組みを
行うために活用
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３. J-CHECKの国際連携

(11) J-CHECK（英語版）とOECD Global Portal開発スケジュール

2010

2008

2011

2009

2007

OECD Global Portal
eChemPortal

J-CHECK

eChemPortal(Phase1)公開

J-CHECKリニューアル

eChemPortal（Phase2)公開
J-CHECK(英語版）公開
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http://www.safe.nite.go.jp/jcheck/
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